
 
平成２６年度事業報告 

自 平成２６年１０月１日   至 平成２７年９月３０日 

 
 Ⅰ．展覧会   
 

１．第４３回｢日本の書展｣直轄展 

下記の直轄４展を開催。４３回直轄４展の出品者総数は３，４７６名で、４２回展に比べ５

１名減少。入場者数は、直轄４展合計で１５，６０６名、前回に比べ６８２名増加。 

４２回展に続き今回も、出品者には図録（現代書壇巨匠・現代書壇代表・委嘱作品と全出品

者名簿を掲載）および出品者本人の作品ブロマイドを２枚ずつ贈呈した。 

今回から各直轄展の会場内で出品作家（役員）を講師としての１時間程度のギャラリートー

クを行った。作品解説に加え、出品作家のエピソードや展覧会を訪れた際の作品の見方など、

トーク内容も多様で大変好評だった。どのギャラリートークも８０名程度の参加があり、新た

な試みとしては成功だった。 

 

（１）関西展 

会 期  平成２７年５月２８日（木）～５月３１日（日） 

会 場  大阪国際会議場（３階イベントホール） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  産経新聞大阪本社 

後 援  文化庁 

協 賛  （公社）日本書芸院 

開催披露祝賀会     平成２７年５月２８日（木）１２：３０～１４：００ 

            リーガロイヤルホテル ３階 「光琳」 

ギャラリートーク    平成２７年５月３１日（日）１１：００～ 

            大阪国際会議場 ３階イベントホール 

            講師 山本高邨評議員 

関西展の出品数は、巨匠１５点、代表７７点、委嘱２７点、招待３７０点、秀抜選５８９

点、合計１，０７８点、会期中の入場者数は２，０５６名だった（前回４２回展の入場者

数は２，２３７名）。 

産経新聞社の紙面協力、日本書芸院の協賛も得ている。 

会期初日の５月２８日（木）１２時３０分から、リーガロイヤルホテル３階｢光琳｣におい

て開催披露レセプションを行い、来賓・出品書家・招待者合わせて３３７名の出席があっ

た。 

レセプションでは、当会荒船清彦代表理事・会長の主催者代表挨拶、産経新聞社専務取締

役・大阪代表 齋藤勉氏から共催者挨拶があった後、日本芸術院会員 井茂圭洞名誉顧問の

書家代表挨拶へと続き、特命全権大使関西担当 三輪昭氏の乾杯発声で祝宴に入り、１４時

過ぎに終了した。 

 

（２）中部展 

会 期  平成２７年６月３日（水）～６月７日（日） 

会 場  愛知県美術館ギャラリー 

（愛知芸術文化センター８階 展示室Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  中日新聞社 

 

 

 



後 援  文化庁 愛知県 岐阜県 三重県 名古屋市 

各県市教育委員会 東海テレビ放送 

協 賛  （公社）中部日本書道会 

開催披露祝賀会     平成２７年６月３日（水）１８：００～１９：４０ 

        名古屋東急ホテル ３階 「ヴェルサイユ」 

ギャラリートーク    平成２７年６月７日（日）１１：００～ 

            愛知県美術館ギャラリー 

            講師 鬼頭翔雲評議員 

中部展の出品数は、巨匠１５点、代表７７点、委嘱１４点、招待１６５点、秀抜選５３６

点、合計８０７点、会期中の入場者数は３，１９１名だった（前回４２回展の入場者数は

３，８６９名）。 

中日新聞社の紙面協力、東海テレビ放送の放映協力、中部日本書道会の協賛を得ている。

６月３日（水）１８時から、名古屋東急ホテル３階｢ヴェルサイユ｣において開催披露レセ

プションを行い、来賓・出品書家・招待者合わせて３１０名の出席があった。 

レセプションでは、当会荒船清彦代表理事・会長の主催者代表挨拶、中日新聞社常任顧問 小

山勇氏から共催者挨拶があった後、日本芸術院会員 井茂圭洞名誉顧問の書家代表挨拶へと

続き、樽本樹邨顧問の乾杯発声で祝宴に入り、１９時４０分に終了した。 

 

（３）東京展 

   会 期  平成２７年６月１１日（木）～６月２１日（日） ６月１６日（火）は休館日 

   会 場  国立新美術館（展示室 1Ａ・1Ｂ・1Ｃ・1Ｄ） 

   主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社 

   後 援  文化庁 

開催披露祝賀会     平成２７年６月１１日（木）１２：３０～１４：１５ 

            ホテルオークラ東京 本館１階 「平安」 

ギャラリートーク   ①平成２７年６月１３日（土）１４：００～ 

            国立新美術館 展示室 

            講師 清水透石理事 

           ②平成２７年６月２０日（土）１４：００～ 

            国立新美術館 展示室 

            講師 泉原壽巖評議員 

東京展の出品数は、巨匠１５点、代表７７点、委嘱３４点、招待５４７点、秀抜選７８４

点、東京展合計１，４５７点、他展の委嘱（関西展委嘱２７点・中部展委嘱１４点・九州

展委嘱１０点）も加わり、総展示数１，５０８点で当会としては最大の展示数。 

会期中の入場者数は８，５６５名だった（前回４２回展の入場者数は７，３４８名）。 

会期初日の６月１１日（木）１２時３０分から、ホテルオークラ東京本館１階｢平安｣におい

て開催披露レセプションを行い、来賓・出品書家・招待者合わせて５０１名の出席があった。 

レセプションでは、当会荒船清彦代表理事・会長の主催者代表挨拶、衆議院議員・書道国会

議員連盟会長 河村建夫氏の来賓祝辞、衆議院議員・書道国会議員連盟会長代行の塩谷立氏

の発声で一旦乾杯、続いて、株式会社共同通信社代表取締役専務 高井雅司氏から共催者挨

拶があった後、日本芸術院会員 井茂圭洞名誉顧問の書家代表挨拶へと続き、祝宴に入り、

１４時１５分に終了した。 

 

 

 

 

 



（４）九州展 

   会 期  平成２７年７月９日（木）～７月１４日（火） 

   会 場  福岡アジア美術館(７階企画ギャラリーＡＢＣ・８階交流ギャラリー) 

主 催  （公財）全国書美術振興会  西日本新聞社 

   後 援  文化庁 

開催披露祝賀会     平成２７年７月１１日（土）１８：００～１９：３０ 

            ホテルオークラ福岡 ４階 「平安」 

ギャラリートーク    平成２７年７月１２日（日）１１：００～ 

            福岡アジア美術館 ギャラリー 

            講師 岩田海道評議員 

九州展の出品数は、巨匠１５点、代表７７点、委嘱１０点、招待１１６点、秀抜選１９２

点、合計４１０点、会期中の入場者数は１，７９４名だった（前回４２回展の入場者数は

１，４７０名）。西日本新聞社の紙面協力を得ている。 

会期初日の７月１１日（土）１８時から、ホテルオークラ福岡４階｢平安｣において開催披露

レセプションを行ったが、来賓・出品書家・招待者合わせて８３名の出席だった。 

レセプションでは、当会津金孝邦代表理事・理事長、荒船清彦代表理事・会長の主催者代表 

挨拶、西日本新聞社取締役営業本部長 柴田建哉氏から共催者挨拶があった後、日本芸術院

会員 井茂圭洞名誉顧問の書家代表挨拶 兼 乾杯発声で祝宴に入り、１９時３０分に終了し

た。 

 

２．第４３回｢日本の書展｣巡回展 

現代書壇巨匠と現代書壇代表の９２点については、関西展、中部展、東京展、九州展の 

直轄４展終了後、本会・共同通信社・各地元新聞社の共催、文化庁後援により、約１年 

間をかけて、地方９カ所を巡回している。９月末日現在４番目の青森展まで終了。 

 

第４３回｢日本の書展｣巡回展 実施会場一覧 

 開催地 地元主催新聞社 会 場 会 期 
地元 

作品数 
入場者数 

１ 富山 富山市 北日本新聞社 富山県民会館 27.7.17～7.20 174 1,569 

２ 島根 松江市 山陰中央新報社 島根県立美術館 27.8.6～8.10 200 574 

３ 栃木 宇都宮市 下野新聞社 FKD ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ宇都宮ｲﾝﾀｰﾊﾟｰｸ店 27.8.26～8.30 309 2,971 

４ 青森 青森市 東奥日報社 青森市民美術展示館 27.9.10～9.14 284 992 

５ 広島 広島市 中国新聞社 福屋広島駅前店 ８・９階催事場 27.10.1～10.6 632 19,408 

６ 岡山 岡山市 山陽新聞社 天満屋岡山店 ６階葦川会館 27.10.14～10.19 588 5,229 

７ 奈良 奈良市 奈良新聞社 奈良県文化会館 28.2.17～2.21 (311) (3,856) 

８ 長野 長野市 信濃毎日新聞社 長野県信濃美術館 28.3.4～3.7 (230) (1,803) 

９ 茨城 水戸市 茨城新聞社 茨城県立県民文化センター 28.4.9～4.14 (272) (1,703) 

※（ ）内の数字は前回第４２回展の実績 

 

３．第４３回｢日本の書展｣東京展 公募臨書 

会 期  平成２７年６月１１日（木）～６月２１日（日） ６月１６日（火）は休館日 

前期展示 平成２６年６月１１日（木）～６月１５日（月）の５日間 

後期展示 平成２６年６月１７日（水）～６月２１日（日）の５日間 

   会 場  国立新美術館（展示室 1Ｄの一部 ５１～５３室の３室） 

 

 



主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社 

   後 援  文化庁 

   ２０１２（平成２４）年の第４０回から東京展に新設・併催された公募臨書も今回４回目 

   となる。出品点数は９３１点で、前回の９９４点より６３点減だったが、ほぼ安定した点 

数を保っている。 

平成２７年１月２２日に、国立新美術館審査室で審査委員１５名による入選・落選の審査

鑑別を行ったが、入選率５０％を念頭に置いた審査をし、結果、入選数は４４１点、入選

率は４７．４％となった。内訳は下表参照。 

 出品整理料は前回同様１，０００円だが、今回から入選作品については表具代および作品

返却送料の一部を負担してもらうことになり、入選者から更に１，０００円を徴収した。

入選作品は表具をして国立新美術館の５１～５３の３室に展示したが、今回も壁面展示と

なる半切たて作品の出品が大変多いため、壁面展示は２段掛けとした。 

展示後、入選者には表装作品と共に、一色白泉評議員筆耕の｢入選證｣が贈られ好評だった。 

 

 第４３回「日本の書展」東京展公募臨書 入選数一覧 ＜展示方法・展示期間別内訳＞ 

 壁面展示 机上展示 
計 

半切たて 半切よこ 篆 刻 

前期展示 １９０ ２７ ５ ２２２ 

後期展示 １８８ ２６ ５ ２１９ 

入選数合計 ３７８ ５３ １０ ４４１ 

 

 第４３回「日本の書展」東京展公募臨書 入選数一覧 ＜作品ジャンル別内訳＞ 

 漢 字 仮 名 
篆 刻 

半切たて 半切よこ 半切たて 半切よこ 

３２２ １１ ５６ ４２ 
１０ 

３３３ ９８ 

入選数合計 ４４１ 

 

４．｢日本の書展｣ポルトガル展 

（１）展覧会 

会 期  平成２６年１０月１０日（金）～１２月２８日（日） 

   会 場  カルースト・グルベンキアン財団 本館企画展示会場 

   主 催  カルースト・グルベンキアン財団 

在ポルトガル日本国大使館 

公益財団法人 全国書美術振興会 

   助 成  一般社団法人 東京倶楽部 

 

（２）開会式典行事 

日 時  平成２６年１０月９日（木） 

①マスコミ取材 １７：３０～１８：００ 

 公益財団法人全国書美術振興会会長 荒船清彦 

 市澤静山理事 

 師田久子理事 

現地テレビ局“Saber Viver Lisboa TV”の取材を受けた。 

 

 

 



②開会式 １８：３０～１８：４０ 

３共催団体代表者からの挨拶 

カルースト・グルベンキアン財団理事長 アルトゥール・サントス・シルヴァ 

駐ポルトガル日本国特命全権大使 東博史 

公益財団法人全国書美術振興会会長 荒船清彦 

③内覧会 １８：４０～１９：００ 

④デモンストレーション １９：００～１９：３０ 

市澤静山理事 

師田久子理事 

 

（３）デモンストレーション 

講 師  漢字 市澤静山 

        かな 師田久子 

①開会式 

日 時  平成２６年１０月９日（木）１９：００－１９：３０ 

    会 場  カルースト・グルベンキアン財団 本館企画展示会場 

②公開講座 

日 時  平成２６年１０月１０日（金）１０：３０－１２：１５ 

    会 場  リスボン大学芸術学部 

リスボン大学芸術学部の制作室において、５０名の受講者を対象に、３０分間のデモンス

トレーション、引き続き６０分間のワークショップを行った。 

リスボン大学芸術学部が、学生および一般に公開講座の募集をかけたところ、参加希望者

が殺到し、募集初日ですでに定員を上回り、対応した大学側もこの好反響は予想できなか

ったとのこと。 

ワークショップでは、受講者個々が小筆を持ち、市澤・師田両講師の手本を基に、半紙に

繰り返し練習をし、本番用の料紙に作品を書き、遊印を押して、うちわに貼って完成させ

るまでを行った。 

受講者を十数グループに分け、今回の渡航団の書家を講師として各グループに１人ずつ配

置し、時間をかけて指導したせいか、書が初めてとは思えない程のいい出来栄えに、書家

は皆想像以上の成果だったと話していた。 

公開講座の様子は現地新聞社“Diário de Notícias”によって取材され、翌日１０月１１日

付の朝刊３４面（芸術面）の一面に写真入りで掲載された。 

   ③一般来場者向け 

日 時  平成２６年１０月１０日（金） 

１回目 １６：００－１６：４５ 

２回目 １７：００－１７：４５ 

    会 場  カルースト・グルベンキアン財団 本館企画展示会場 

１回のみの実施を考えていたが、一般や団体からの事前問い合わせが多く、混雑が予想 

できたため、急遽同じ内容のデモンストレーションを２回実施することになった。 

２００名を超える来場者を前に、市澤・師田両講師とも力のこもった揮毫を行い、大きな

反響を得た。 

揮毫作品は展覧会場の壁面に展示され、また、デモンストレーションの様子は動画に収め

て会場内のスクリーンに映し出され、年末までの会期中、来場者が鑑賞できるようにした。 

 

 
 
 

 



 Ⅱ．機関誌および書美術に関する出版物刊行ほか   
 

１．展覧会作品集等の制作 

 

（１）「日本の書展」直轄展 

    ①第４３回「日本の書展」図録 ４，３１０部 

現代書壇巨匠・現代書壇代表・全展委嘱作品図版をオールカラー刷りで掲載。 

巻末には、全展招待・秀抜選作家を含む全出品者名簿を掲載 。 

各出品者には、１冊ずつ贈呈。 

②出品者本人の作品ブロマイド ７，２２２枚 

展覧会名・姓号入り ２Ｌサイズ カラー写真 非売品。 

各出品者には、出品者本人のブロマイドを２枚ずつ贈呈。 

（出品者３，４６１名×２枚ずつ、現代書壇巨匠１５名のみ×２０枚ずつ） 

③出品者名簿 関西展  １４，５００枚 

          中部展   １１，５００枚 

          東京展  ２１，５００枚 

          九州展    ６，５００枚 

   ④案内はがき   １１９，５００枚 

   ⑤ポスター   ５００枚 

 

（２）「日本の書展」巡回展 

   ①第４３回「日本の書展」図録  １，０５０部 

 

（３）「日本の書展」ポルトガル展 

   ①「日本の書展」ポルトガル展図録  １，０００部 

日本語・ポルトガル語・英語の３カ国語表記で制作。 

   ポルトガルでは、開会式で招待客や関係者に配布されたほか、大使館・グルベンキアン

財団の両方で広報用として活用された。グルベンキアン財団のミュージアムショップで

は一般頒価７ユーロで販売したが、一般販売分の２００部は完売した。 

   日本では、出品者に２部ずつ贈呈した。 

②会場配布用パンフレット  １２，６００部 

日本語・ポルトガル語・英語の３カ国語表記で制作。 

展覧会来場者に無料で配布した。 

 

２．機関誌｢書美術｣の刊行 

      ４，３００部 

平成２７年４月１日に第３２号発行 

 

３．ホームページの更新 

 

４．スマートフォンカバー「One Cover」の発売 

国内スマートフォン・タブレットの販売台数は、平成２８年には４，９１０万台まで成長する

と見込まれ、それに伴い、近年スマートフォン・タブレット関連のアクセサリーも急成長して

いる。当会でも理事数名に協力をお願いし、筆を持たない一般人にも書美術に馴染んでもらう

ための足がかりとしてスマートフォンカバーを製作、平成２７年５月から試験的にウェブ上で

の販売を開始した。一般頒価２，９８０円（税込・送料込）。 

 

 

 



 

当会の図録制作を行っている日本写真印刷株式会社が運営するオリジナルスマートフォンケ

ース作成サービスと契約を結び、販売に関わるあらゆる業務は日本写真印刷に委託し、当会は

商品在庫を持たず、当会からの支出もなし。１点販売ごとに、著作権者（作家）には１６０円、

当会には仲介手数料として１００円が充当される契約。 

注文販売はウェブ上のみだが、展覧会場にケースサンプルやパンフレットを設置したり、当会

ホームページでウェブサイトを紹介するなど広報に努めている。 

今後も様子を見ながら、作家数や種類を増やしていく方向。 

 

 

 Ⅲ．書美術功労者の顕彰    

特になし。 

 

以  上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


